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北
村
　
会
場
か
ら
の
質
問
も
交

え
、
各
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
話
を
伺

っ
て
い
き
た
い
。
ま
ず
若
年
雇
用

の
改
善
策
と
方
法
論
と
し
て
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

　
川
口
　
高
度
経
済
成
長
期
に
成

立
し
た
日
本
型
雇
用
慣
行
を
前
提

に
し
て
考
え
る
と
、
今
の
若
年
の

雇
用
は
厳
し
い
。
経
済
環
境
は
大

き
く
変
わ
っ
た
。
安
定
的
な
雇
用

関
係
や
長
期
に
わ
た
る
賃
金
上
昇

が
望
め
な
い
中
で
、
い
か
に
生
活

を
設
計
し
て
い
く
か
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
大
き
な
処
方
箋
を
書
く
こ
と
は

難
し
い
が
、
新
卒
時
の
学
生
と
企

業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
見
直
す
こ
と
は
経
済
学
に
与
え

ら
れ
た
課
題
の
一
つ
だ
。
ま
た
、

高
校
・
大
学
生
へ
の
教
育
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
労
働
市
場
で
の
評

価
を
検
証
し
、
政
策
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら

れ
る
。

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
経
済
学
研
究
に
お
け
る
大
事

な
手
法
で
あ
る
。
そ
の
技
術
を
応

用
す
る
た
め
に
も
、
実
証
経
済
学

　
伊
藤
　
日
本
で
は
経
営
学
の
研

究
者
が
多
く
の
組
織
を
個
々
に
分

析
し
、
詳
細
な
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
一
般
性
を

持
つ
も
の
か
ど
う
か
を
検
証
す
る

の
は
難
し
い
。
海
外
で
は
大
規
模

な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
経
営
に

効
果
的
な
要
素
を
探
る
研
究
や
、

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
が
よ
う
や
く
始

ま
っ
た
段
階
だ
。

つ
知
識
と
し
て
吸
収
す
る
の
が
非

常
に
う
ま
い
。
社
会
で
経
験
を
積

ん
だ
後
、
大
学
で
学
び
直
す
こ
と

は
貴
重
な
機
会
だ
。
ほ
か
の
分
野

で
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
る
。

　
北
村
　
経
済
危
機
以
降
、
ケ
イ

ン
ズ
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
。

　
西
沢
　
ほ
ぼ
１
年
前
に
出
版
さ

れ
た
ケ
イ
ン
ズ
に
関
す
る
本
に
対

し
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・タ
イ
ム
ズ
』

は
「
求
む
、
世
の
中
を
よ
く
知
っ

た
哲
学
者
を
」
と
い
う
書
評
を
寄

せ
た
。
ケ
イ
ン
ズ
は
、「
単
な
る

政
策
立
案
者
で
も
単
な
る
経
済
理

論
家
で
も
な
く
、
芸
術
を
愛
し
、

資
本
主
義
の
道
徳
的
批
判
を
行
っ

た
哲
学
者
」
で
あ
っ
た
。

　
資
本
主
義
は
進
化
し
変
化
を
続

け
る
制
度
で
、
社
会
の
要
請
を
満

た
す
に
は
絶
え
ず
保
全
と
更
新
が

必
要
だ
と
し
、
ケ
イ
ン
ズ
は
シ
ス

テ
ム
の
欠
陥
に
率
直
に
対
応
す
る

よ
う
に
求
め
た
。
彼
が
資
本
主
義

の
危
機
に
際
し
て
提
示
し
た
の

は
、
理
論
の
革
新
と
と
も
に
、
偏

狭
な
資
本
主
義
理
解
を
超
え
る
も

の
の
見
方
で
あ
っ
た
。
資
本
主
義

は
得
ら
れ
る
限
り
最
善
の
シ
ス
テ

ム
か
も
し
れ
な
い
が
、
内
在
す
る

道
徳
の
問
題
や
不
安
定
さ
、
失
業

に
脅
か
さ
れ
る
。

　
今
、
ケ
イ
ン
ズ
が
注
目
さ
れ
て

い
る
の
は
、
彼
が
資
本
主
義
の
限

界
と
可
能
性
に
新
た
な
理
解
を
示

し
、
資
本
主
義
が
持
続
可
能
な
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
限
り
、
絶
え
ざ
る

思
考
の
変
革
が
必
要
だ
と
自
身
の

言
葉
で
語
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
北
村
　
経
済
学
は
物
理
や
化
学

物
質
よ
り
も
複
雑
で
、
予
測
不
可

能
な
行
動
を
と
る
主
体
を
扱
う
学

問
で
あ
る
。

　
私
の
専
門
は
経
済
統
計
学
だ

が
、
大
規
模
な
デ
ー
タ
を
使
っ
て

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
抽
出
し
、
分

析
す
る
よ
う
な
試
み
が
進
め
ば
、

よ
り
現
実
的
な
制
度
分
析
や
政
策

分
析
が
可
能
と
な
り
、
経
済
学
は

今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
も

の
と
確
信
し
て
い
る
。

主催：一橋大学　http://www.hit-u.ac.jp/kenkyu/project/forum.html
お問い合わせ先：一橋大学政策フォーラム　TEL 042-580-8053

2012年度第2回一橋大学政策フォーラム

　一橋大学は昨年 12月14日、｢経済学は役に立つのか？｣ と題して都内で公開討論会を開催した（主催＝一橋大学、一橋
大学グローバルＣＯＥプログラム「社会科学の高度統計・実証分析拠点構築」）。社会が直面する課題解決のために、これまで
経済学が果たした役割やその研究方法、社会への貢献・政策への関与の仕方など、経済学の専門家による報告が行われた。

〈
出
席
者 

写
真
右
か
ら
〉

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
〉

西
沢
　
　
保
氏

伊
藤
　
秀
史
氏

川
口
　
大
司
氏

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

北
村
　
行
伸
氏

若
年
雇
用
改
善
に
応
用
　
川
口
氏

社
会
人
教
育
に
手
応
え
　
伊
藤
氏

絶
え
ざ
る
変
革
が
必
要
　
西
沢
氏

大
規
模
デ
ー
タ
で
分
析
　
北
村
氏

広
　
　
告

企
画
・
制
作
＝
日
本
経
済
新
聞
社

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
営
業
局

経済学は役に立つのか？

一橋大学グローバルCOE公開討論会

What’s the Use of Economics?

　
経
済
社
会
政
策
を
考
え
る
上

で
、
現
代
で
は
経
済
学
が
社
会
科

学
の
「
女
王
」
と
い
わ
れ
る
。
し

か
し
世
界
経
済
が
危
機
に
直
面
す

X

開
会
挨
拶X

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授
・

一
橋
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム「
社
会
科
学
の

高
度
統
計
・
実
証
分
析
拠
点
構
築
」
拠
点
リ
ー
ダ
ー

深
尾
　
京
司
氏

険
制
度
の
整
備
が
急
務
だ
。

　
同
様
に
金
融
取
引
に
よ
る
カ
バ

ー
も
可
能
で
、
そ
の
手
法
の
一
つ

が
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」。

今
ま
で
取
引
が
難
し
か
っ
た
貧
困

層
に
対
す
る
小
規
模
金
融
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
総
称
だ
。

　
特
に
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
マ
イ
ク

ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
貧
困
層
に
無

担
保
で
融
資
す
る
が
、
債
務
不
履

行
率
は
10
％
以
下
。
そ
の
成
功
要

因
の
研
究
が
急
速
に
進
む
。

　
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
中

で
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、

こ
と
だ
。
ミ
ク
ロ
経
済
学
を
学
ぶ

こ
と
は
、
戦
略
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
会
計
と
い

っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
機
能
を
理

解
す
る
た
め
の
鍵
と
な
る
。
特
に

ト
レ
ー
ド
オ
フ
、
セ
カ
ン
ド
ベ
ス

ト
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
、
経

済
学
の
基
本
的
な
考
え
方
が
役
に

立
つ
。

　
ま
た
、
合
理
的
な
意
思
決
定
を

行
う
個
人
の
集
合
と
し
て
の
組
織

が
必
ず
し
も
う
ま
く
機
能
し
な
い

と
き
、
経
済
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
取
る
と
、
組
織
が
抱
え
る
問
題

の
大
半
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
の
ど

ち
ら
か
一
方
、
も
し
く
は
両
方
の

問
題
と
し
て
理
解
で
き
る
。

　
経
済
学
は
組
織
の
諸
問
題
を
整

理
し
て
理
解
す
る
上
に
お
い
て

も
、
一
定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
の
だ
。

る
。

　
歴
史
は
全
く
同
じ
形
で
は
繰
り

返
さ
な
い
。
時
々
に
よ
っ
て
変
化

す
る
条
件
や
制
約
の
違
い
を
見
極

め
な
が
ら
パ
タ
ー
ン
を
考
え
る
こ

と
が
重
要
だ
。

　
歴
史
の
中
で
も
経
済
政
策
に
対

す
る
意
見
は
対
立
し
て
い
た
。
現

在
、
為
替
の
切
り
下
げ
競
争
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
当
に
正

し
い
選
択
な
の
か
。
冷
静
に
歴
史

を
見
つ
め
な
が
ら
議
論
を
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
経
済
学
は
人
間
の
主
体
的
行
為

を
考
え
る
側
面
と
人
間
の
制
度
・

組
織
を
考
え
る
側
面
が
あ
る
。
人

間
は
制
度
や
組
織
の
変
化
に
対
し

て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
変
化
し
、

そ
れ
に
応
じ
て
行
動
を
変
え
る
。

　
経
済
学
の
課
題
と
し
て
、
制
度

や
組
織
の
研
究
と
人
間
の
主
体
的

反
応
を
研
究
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。

あ
る
。

　
１
９
２
３
年
の
関
東
大
震
災
の

折
、
福
田
は
避
難
者
３
万
７
千
人

を
対
象
に
丹
念
な
失
業
調
査
を
行

い
、『
復
興
経
済
の
原
理
及
若
干

問
題
』を
執
筆
し
た
。
そ
の
中
で
、

復
興
事
業
の
第
一
義
は
人
間
の
復

興
、
つ
ま
り
生
活
・
営
業
お
よ
び

労
働
機
会
の
復
興
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
述
べ
、
住
宅
立
法
改
正

　
開
発
経
済
学
は
国
・
地
域
が
経

済
的
に
発
展
す
る
プ
ロ
セ
ス
・
構

造
の
解
明
と
、
現
在
の
途
上
国
が

発
展
す
る
た
め
の
政
策
・
戦
略
を

明
ら
か
に
す
る
学
問
だ
。

　
近
年
、
自
然
災
害
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
貧
困
層
の
生
活
に
大
き

な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。
そ
も
そ

も
世
界
全
体
で
災
害
に
備
え
る
保

険
が
未
整
備
で
、
経
済
被
害
の
２

割
程
度
し
か
補
っ
て
お
ら
ず
、
保

　
経
済
学
に
は
２
つ
の
顔
が
あ

る
。
１
つ
は
経
済
の
諸
問
題
に
関

わ
る
対
象
と
し
て
の
顔
。
も
う
１

つ
の
顔
は
、人
間
の
行
動・集
合
と

し
て
の
社
会
現
象
を
筋
道
立
て
て

理
解
す
る
た
め
の
文
法
で
あ
る
。

　
経
済
学
は
社
会
学
や
心
理
学
と

同
様
に
、
人
間
の
選
択
行
動
を
分

析
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
学
問

で
、
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
位
置
付
け

ら
れ
る
。
一
方
研
究
対
象
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
る
経
営
学
や
会
計

学
、
法
学
な
ど
は
デ
ィ
シ
プ
リ
ン

で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
経
済
学
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

は
、
企
業
組
織
に
お
け
る
諸
機
能

を
分
析
す
る
と
い
う
縦
の
分
類
と

は
別
に
、
そ
れ
ら
に
横
串
を
刺
す

よ
う
な
一
つ
の
見
方
を
学
習
す
る

　
現
在
の
金
融
危
機
に
際
し
、
欧

米
の
中
央
銀
行
は
世
界
大
恐
慌
を

教
訓
と
し
て
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と

シ
ュ
ワ
ル
ツ
の「
合
衆
国
貨
幣
史
」

に
書
か
れ
た
処
方
箋
を
ベ
ー
ス
と

し
て
金
融
の
量
的
緩
和
を
行
っ
て

い
る
。

　
そ
の
２
人
に
影
響
を
与
え
た
バ

ジ
ョ
ッ
ト
は
「
ロ
ン
バ
ー
ド
街
」

で
中
央
銀
行
が
最
後
の
貸
し
手
機

能
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
彼
は
問

題
の
あ
る
金
融
機
関
に
無
制
限
に

貸
し
出
せ
と
言
っ
た
が
、
そ
れ
は

懲
罰
的
な
高
金
利
で
行
う
べ
き
だ

と
主
張
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
現
在
で
は
懲
罰
的
金

利
と
は
か
け
離
れ
、
ゼ
ロ
金
利
の

世
界
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
歴
史

に
耳
を
傾
け
る
と
い
っ
て
も
、
都

合
よ
く
解
釈
し
て
い
る
側
面
も
あ

　
私
は
経
済
学
者
の
福
田
徳
三
を

発
端
に
し
て
、
経
済
思
想
史
を
考

え
て
み
た
い
。
福
田
が
主
に
活
動

し
た
の
は
、
第
１
次
世
界
大
戦
か

ら
１
９
２
０
年
代
で
、
厚
生
経
済

学
が
誕
生
し
、
ケ
イ
ン
ズ
が
資
本

主
義
の
危
機
に
直
面
し
た
時
代
で

て
、
理
論
の
射
程
は
広
く
拡
大
さ

れ
て
い
る
。

　
明
治
維
新
後
の
近
代
日
本
の
出

発
点
で
、
ま
た
第
２
次
大
戦
後
の

戦
後
改
革
に
際
し
て
も
、
ア
ク
セ

ス
可
能
な
制
度
の
代
替
的
選
択
肢

か
ら
賢
明
な
制
度
を
選
択
・
実
装

す
る
こ
と
で
、
日
本
の
経
済
発
展

の
軌
道
は
敷
か
れ
て
き
た
。

　
現
代
の
経
済
学
に
は
、
揺
ら
ぎ

と
亀
裂
を
あ
ら
わ
に
し
つ
つ
あ
る

現
行
制
度
を
改
革
す
る
軌
道
を
敷

き
、
危
機
を
脱
出
す
る
進
路
を
指

し
示
す
責
任
が
課
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、
経

済
学
は
明
ら
か
に
役
に
立
つ
。

っ
た
地
域
で
は
最
低
賃
金
が
大
幅

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
無

作
為
に
割
り
付
け
た
実
験
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

も
「
経
済
学
は
富
の
科
学
で
あ
る

と
同
時
に
人
間
の
科
学
で
あ
る
」

と
い
う
一
文
で
始
ま
る
。「
富
の

増
大
よ
り
も
生
活
の
質
の
改
善
」

に
着
目
す
る
マ
ー
シ
ャ
ル
や
ラ
ス

キ
ン
の
思
想
は
、
そ
の
後
、
都
留

重
人
ら
に
も
受
け
継
が
れ
一
定
の

影
響
力
を
も
っ
た
。

　
経
済
学
は
ツ
ー
ル
で
あ
り
当
然

に
改
善
の
余
地
は
あ
る
が
、
そ
れ

を
超
え
た
問
題
も
あ
る
こ
と
を
歴

史
上
の
経
済
学
者
は
教
え
て
く
れ

る
。

案
や
失
業
防
止
策
、
職
業
紹
介
事

業
改
正
案
の
策
定
に
貢
献
し
た
。

　
福
田
は
厚
生
を
貨
幣
で
測
ら
れ

る
経
済
的
厚
生
に
限
定
し
て
議
論

を
進
め
た
、
ピ
グ
ー
の
厚
生
経
済

学
を
批
判
。
厚
生
と
は
人
間
と
し

て
の
「
生
を
厚
く
す
る
」
こ
と
だ

と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
ラ
ス
キ

ン
の
「
生
活
・
生
命
こ
そ
が
富
」

と
い
う
福
祉
の
経
済
思
想
と
重
な

る
。
ま
た
福
田
の『
経
済
学
講
義
』

は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
『
経
済
学
原

理
』
に
依
拠
し
て
お
り
、
両
著
と

　
制
度
の
設
計
や
選
択
を
対
象
と

す
る
経
済
学
は
、
現
実
の
経
済
制

度
へ
の
信
認
の
揺
ら
ぎ
と
密
接
に

結
び
つ
い
て
誕
生
し
た
。
ロ
シ
ア

革
命
に
よ
る
社
会
主
義
的
計
画
経

済
の
成
立
は
、
競
争
的
市
場
経
済

に
代
替
的
な
選
択
肢
を
提
供
し

て
、
制
度
の
設
計
と
選
択
と
い
う

パ
ラ
ダ
イ
ム
に
強
い
現
実
感
を
付

与
し
た
の
で
あ
る
。

　
ハ
イ
エ
ク
や
ラ
ン
ゲ
が
１
９
３

０
年
代
に
戦
っ
た
経
済
計
画
論
争

を
契
機
に
誕
生
し
た
社
会
科
学
の

分
野
こ
そ
、
社
会
的
選
択
の
理
論

で
あ
る
。こ
の
理
論
の
両
翼
に
は
、

ア
ロ
ー
と
セ
ン
が
代
表
す
る
社
会

的
評
価
の
形
成
制
度
の
研
究
と
、

ハ
ー
ビ
ッ
ツ
と
マ
ス
キ
ン
が
代
表

す
る
社
会
的
選
択
の
実
装
制
度
の

研
究
が
あ
る
。

　
制
度
を
変
数
と
す
る
経
済
学

は
、
自
由
主
義
的
市
場
制
度
や
社

会
主
義
的
計
画
制
度
の
よ
う
に
、

全
経
済
の
壮
大
な
設
計
の
み
を
対

象
と
す
る
経
済
学
で
は
な
い
。
近

の
手
法
を
使
っ
て
知
識
を
深
め
、

変
数
間
の
関
係
を
規
定
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ
ー
の
値
を
測
る
こ
と
が
不

可
欠
だ
。

　
北
村
　
組
織
論
の
立
場
か
ら
方

法
論
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
デ
ザ
イ

ン
、
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

な
ど
に
お
け
る
社
会
人
教
育
に
つ

い
て
も
伺
い
た
い
。

証
が
必
要
で
、
成
果
の
因
果
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
手
法
と
し
て
、

無
作
為
化
比
較
試
験
（
Ｒ
Ｃ
Ｔ
）

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
政
策
評
価

が
厳
密
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
開

発
経
済
学
は
さ
ら
に
発
展
し
て
い

く
だ
ろ
う
。

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
型
保
険
。
自
然
災

害
に
よ
る
被
害
リ
ス
ク
を
分
散
す

る
保
険
で
、
例
え
ば
気
温
・
雨
量

を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と
で
保
険
金

支
払
い
が
決
ま
る
。
被
害
認
定
調

査
が
不
要
で
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド

も
起
こ
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
新
し
い
施
策
は
検

　
我
々
の
実
証
研
究
で
は
、
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
幅
が
大
き
い
地

域
ほ
ど
、
10
代
男
女
の
就
業
率
の

落
ち
込
み
が
大
き
く
、
最
低
賃
金

が
10
％
上
昇
す
る
と
、
そ
の
就
業

率
は
５
・
３
％
低
下
す
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
10
代
男
女
の
就
業
率

の
平
均
は
17
％
な
の
で
、
無
視
で

き
る
数
字
で
は
な
い
。
結
果
と
し

て
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
若

年
労
働
者
の
雇
用
を
奪
う
こ
と
が

実
証
で
き
た
と
い
え
る
。

　
こ
れ
は
労
働
経
済
分
野
の
例
だ

が
、
実
験
的
な
状
況
を
見
つ
け
て

因
果
関
係
を
抽
出
す
る
試
み
は
他

分
野
に
も
波
及
す
る
。
ま
ず
は
小

さ
な
部
分
に
関
す
る
知
識
を
確
実

に
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。

　
経
済
学
に
お
い
て
、
不
況
や
失

業
と
い
っ
た
社
会
問
題
が
引
き
起

こ
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す

る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
現
実
に
は
、
自
然
科
学
の

よ
う
に
様
々
な
条
件
を
制
御
し
て

因
果
関
係
を
証
明
す
る
こ
と
は
難

し
い
。

　
そ
こ
で
２
０
０
７
年
の
最
低
賃

金
法
改
正
を
実
験
と
捉
え
、
最
低

賃
金
の
水
準
と
雇
用
の
因
果
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
自
然
実

験
を
用
い
た
研
究
を
行
っ
た
。

　
法
改
正
で
問
題
と
な
っ
た
の
は

「
最
低
賃
金
で
フ
ル
タ
イ
ム
働
い

て
も
、
収
入
は
生
活
保
護
の
水
準

よ
り
低
い
」
こ
と
だ
。
そ
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
、
地
方
や
都

市
部
で
も
生
活
保
護
水
準
が
高
か

年
の
社
会
的
選
択
の
理
論
は
、
周

波
数
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
病
院
と

研
修
医
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
公
立
学

校
の
選
択
制
度
な
ど
、
具
体
的
な

制
度
設
計
の
問
題
に
も
応
用
さ
れ

　
社
会
人
教
育
に
関
し
て
は
、
非

常
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。
私

は
学
部
で
の
授
業
と
大
学
院
に
お

け
る
社
会
人
の
経
営
学
修
士
（
Ｍ

Ｂ
Ａ
）
の
授
業
を
両
方
経
験
し
て

い
る
が
、
社
会
人
の
ほ
う
が
役
立

て
よ
う
と
す
る
こ
と
に
貪
欲
だ
。

職
場
で
の
経
験
を
基
に
し
て
、
問

題
整
理
と
基
本
的
な
概
念
を
役
立

る
中
で
、
経
済
学
は
役
に
立
た
な

い
と
い
う
議
論
が
沸
き
起
こ
っ

た
。

　
こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
し
本
討

論
会
で
は
、
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
な
ど

の
整
備
・
構
築
、
実
証
分
析
に
基

づ
い
て
、
一
橋
大
学
を
中
心
と
す

る
研
究
者
が
報
告
。
さ
ら
に
社
会

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
人
材
育
成
の

た
め
に
、
経
済
学
の
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
議
論
す
る
。

人
間
の
主
体
的
行
為
や
組
織
の
課
題
解
決
に
有
効

X

報
　
告 X

X

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ンX

開
発
経
済
学
と
自
然
災
害

実
証
経
済
学
に
お
け
る
因
果
関
係
の
発
見

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス

経
済
政
策
に
お
け
る
歴
史
の
教
訓

経
済
思
想
史
上
の
経
済
学
者

経
済
制
度
の
設
計
と
社
会
的
選
択

経
済
学
の
可
能
性
と
課
題

教
育
と
研
究
の
間

成
功
要
因
を
研
究
し
発
展

知
識
の
確
実
な
積
み
上
げ
を

横
串
を
刺
す
見
方
を
学
習

条
件
や
制
約
の
違
い
見
極
め
る

ツ
ー
ル
超
え
た「
人
間
の
科
学
」

危
機
を
脱
出
す
る
進
路
示
す

東
京
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
教
授

澤
田
　
康
幸
氏

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授

北
村
　
行
伸
氏

一
橋
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
准
教
授

川
口
　
大
司
氏

一
橋
大
学
大
学
院

商
学
研
究
科
教
授

伊
藤
　
秀
史
氏

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授

西
沢
　
保
氏

早
稲
田
大
学
政
治
経
済

学
術
院
特
任
教
授
・

一
橋
大
学
名
誉
教
授

鈴
村
　
興
太
郎
氏

※次回の一橋大学政策フォーラムは「日本企業のマーケティング力 Part2：新興国市場における戦略と組織」をテーマに、2月4日（月）の開催を予定しております。


